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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 1月 17日 (2006.1.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 燃 料 電 池 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 燃 料 電 池 と 、
　 前 記 燃 料 電 池 を 冷 却 す る た め の 冷 却 装 置 と 、
を 備 え て お り 、
　 前 記 冷 却 装 置 は 、 前 記 燃 料 電 池 内 を 通 る 循 環 路 に 冷 却 材 を 強 制 循 環 さ せ る こ と に よ っ て
前 記 燃 料 電 池 を 冷 却 す る 第 １ の 強 制 循 環 冷 却 系

燃 料 電 池 シ ス テ ム
。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 請 求 項 記 載 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 中 間 冷 却 系 は 、 前 記 電 気 絶 縁 性 液 体 を 収 容 す る 容 器 を 有 し て お り 、
　 前 記 電 気 絶 縁 性 液 体 は 、 前 記 容 器 の 中 で 自 然 循 環 し つ つ 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 強 制 循 環
冷 却 系 と そ れ ぞ れ 熱 交 換 を 行 う 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 請 求 項 記 載 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 電 気 絶 縁 性 液 体 は 、 前 記 容 器 の 中 で 前 記 第 １ の 強 制 循 環 冷 却 系 か ら 与 え ら れ る 熱 に
よ っ て 沸 騰 す る こ と が 許 容 さ れ て い る 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 請 求 項 １ な い し の い ず れ か に 記 載 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 強 制 循 環 冷 却 系 は 、 前 記 中 間 冷 却 系 の 中 に お い て 前 記 電 気 絶 縁 性
液 体 と の 熱 交 換 を 促 進 す る た め の 熱 交 換 促 進 部 を そ れ ぞ れ 備 え て い る 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム
。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 請 求 項 １ な い し の い ず れ か に 記 載 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ の 強 制 循 環 冷 却 系 は 、 外 気 に 熱 を 放 出 す る た め の 放 熱 部 を 備 え て い る 、 燃 料 電
池 シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 請 求 項 １ な い し の い ず れ か に 記 載 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 電 気 絶 縁 性 液 体 は 不 凍 性 を 有 す る 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 請 求 項 記 載 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム で あ っ て 、

と 、 前 記 第 １ の 強 制 循 環 冷 却 系 と は 独 立 し
た 第 ２ の 強 制 循 環 冷 却 系 と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 強 制 循 環 冷 却 系 と そ れ ぞ れ 熱 交 換 を 行
う 中 間 冷 却 系 と 、 を 備 え て お り 、
　 前 記 中 間 冷 却 系 の 冷 却 材 と し て 、 電 気 絶 縁 性 液 体 が 使 用 さ れ て い る 、
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　 前 記 電 気 絶 縁 性 液 体 は 、 フ ッ 素 系 不 活 性 液 体 ま た は 絶 縁 油 を 含 む 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 お よ び そ の 作 用 ・ 効 果 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム は 、 燃 料 電 池 と 、 前 記 燃 料 電 池
を 冷 却 す る た め の 冷 却 装 置 と 、 を 備 え て い る 。 前 記 冷 却 装 置 は 、 前 記 燃 料 電 池 内 を 通 る 循
環 路 に 冷 却 材 を 強 制 循 環 さ せ る こ と に よ っ て 前 記 燃 料 電 池 を 冷 却 す る 第 １ の 強 制 循 環 冷 却
系

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 燃 料 電 池 シ ス テ ム で は 、 燃 料 電 池 の 冷 却 装 置 に お い て 電 気 絶 縁 性 の 冷 却 材 を 用 い て
い る の で 、 燃 料 電 池 を 外 部 と 電 気 的 に 絶 縁 す る こ と が 容 易 で あ る 。 従 っ て 、 燃 料 電 池 シ ス
テ ム の 絶 縁 性 を 比 較 的 容 易 に 高 め る こ と が 可 能 で あ る 。

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

(2) JP 2002-33108 A5 2006.3.9

と 、 前 記 第 １ の 強 制 循 環 冷 却 系 と は 独 立 し た 第 ２ の 強 制 循 環 冷 却 系 と 、 前 記 第 １ お よ び
第 ２ の 強 制 循 環 冷 却 系 と そ れ ぞ れ 熱 交 換 を 行 う 中 間 冷 却 系 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 中 間 冷
却 系 の 冷 却 材 と し て 、 電 気 絶 縁 性 液 体 が 使 用 さ れ て い る 。

ま た 、 中 間 冷 却 系 の 冷 却 材 と し て
電 気 絶 縁 性 液 体 を 使 用 す る の で 、 第 １ と 第 ２ の 強 制 循 環 冷 却 系 に 関 し て は 、 電 気 的 な 絶 縁
性 を 考 慮 す る 必 要 が な い 。 従 っ て 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム の 絶 縁 性 を 比 較 的 容 易 に 高 め る こ と
が 可 能 で あ る 。
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